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分子マシンは、光・熱などの外部刺激により分子の機械的運動を制御できるため、盛んに研究が

行われている。特に超高真空でのボトムアップ方式による高純度な分子マシンの形成は、分子マ

シンの機械的運動の解明に有用である。バルク結晶では、フェロセンアンモニウム分子[p-

xylyl(ferrocenyl)methylammonium]+(PF6)−をゲスト分子、クラウンエーテル分子(DB24C8)をホスト分

子とした包接化合物において、外部刺激応答が確認された [1]。 

本研究で我々は、ホスト-ゲスト分子からなる包接化合物を貴金属基板表面上で再現し、外部刺

激 応 答 性 の 変 化 を 観 測 す る こ と を 目 的 と し て い る 。 ゲ ス ト 分 子 と し て

[ferrocenylmethyl(methy)ammonium]+ (PF6)− (Fc-ammonium)、ホスト分子としてクラウンエーテル分

子 4,4 ’,5,5 ’-tetrabromodibenzo[18] crown-6 ether（Br-CR）を用いる。クラウン環内にゲスト分子を

トラップできる。特に、Cu(111)上の Br-CR 単層膜は(7×4)規則配列する [2,3]。Br-CR クラウン環

への Fc-ammonium 塩トラップを目指すが、Fc-ammonium 塩の Cu(111)表面への吸着構造・製膜プ

ロセスは不明である。超高真空・低温・走査トンネル顕微鏡(UHV-STM, 78 K, 千葉大)と紫外光電

子分光(UPS, 分子研) を用いて探った。 

Cu(111)基板表面を、超高真空内で Ar+スパッタ (+1.0 kV)と加熱 (880 K)サイクルより、清浄で

原子レベルで平坦な表面を得た (Cu(111) 表面状態を-0.35 eV 近傍に確認)。この表面に、超高真空

内で Fc-ammonium塩を吸着した。吸着時の Cu(111)基板温度は室温であった。約 0.004層分吸着し

た際、Fc-ammonium塩は表面拡散し Cu(111)ステップに吸着した。さらに約 0.02 層分吸着すると、

Cu(111)ステップより単層膜の成長が始まっていることを確認した。分子膜内の STM 像から、単

層膜内の分子は不規則に配列していたが、Cu(111)ステップから約 20 nm離れた場所では二次元規

則配列を確認できた。UPS 測定は HOMO 由来ピークを約-1.5 eVに示した。詳細を報告する。 
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